
第4回 第七次看護職員需給見通しに関する検討会  

議事次第  

平成21年9月28日（月）  

14：00～16：00  

厚生労働省共用第8会議室（6F）  

1． 開会  

2．議事  

1）看護職員確保対策について  

2） その他  

3．閉会  

【資料】  

資料1  浅野委員資料  
資料2  大久保委員資料  
資料3－1  高砂委員資料  

資料3－2  高砂委員資料   
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相可．の多虹きも′√こ細Lている▼1タノソを  
増やLて！ク∫なケ‘デをさせ／二い．l－ミいもあ・フ、某  

十！：に拘きやすt・りで埴にLヱうと∴如拙り・川か  
●ち州別柚欄【川l斐をり人した． r・了」ての印  
刷lが刷引肛、．†ちrfいたらソルタームにl／ニって  
もらえればいい バーい針拙息洪机上などて木  
川いiになる それだりはし／二くなか・ノ／二」   

H机度を机川す虻掃出冊1い／＼IJ、が′ミー  

トからのlさ行で、州札往＝＝ま（り、／三一：」川l／や  
なかわ1笹rニんもそのひとり∫ バートの訪問  
h射・：Jとして†軋し、ていたが、／】三七とPユ1上々、との連  

胱を肌で惑したいとトj「ユミのf‖jそたたき、l踊吊  
！卜一11り－の5一肌りを■115三相持する，再い左と  

罰梱り■の）ご三IK人沖けラマ ノこ地／＼1の†．1  

子「となるり川川桁畑1i車内のいたるところに  
は．？くも蛛ミのはり）か－●′．てら九、‖にIiにムr  
巨か虻り＝・．がりているl二人クことなろIt‘‘i川1二王  

か什えた】f多i：の▲封】卜．甘い公をい湖と‾Ⅰる」＿  
l川l往から娠いて1しl分ほとのと・ニろに、l＝川  

臼、人二互選桐去はあろlれ．‡は肌打＝烏iほ胤1  
く‡と－＝、地成からい怖されるl：・ご舶11Ⅶとして  
1201竜を1．1える廿1史を1む抽と叶んできた  

残業洩り、ベッドサイドでのケアか増える   

け・ごⅠ持と〔．，机l＝か車の両も．‾卜ぺてイ拍＝車か  

イトにならないとi－1のtい・lい〈くは1用〔できない  

机 射じ他い封射1′的なfl，貞一師十こ隠」ヒ、111三  
木郁㍑托仙酵虹烏山沌諭め引1げ一畑‘腸  

損
眼
 
 

一軍〟ノ  
－－ ・－、 

・ 

●ノll1    2詐†彗   

●Jい   こ、、  61職人   

●′。1ミ1㌻‥   27245人  

看護職の  

ワーク・ライフりlランス  【l榔九人 三友・桁隠院の場合  

の人i川11しのため；∴†生た用徒やIk紆「11で1い持  
帖】端Ij川貧打り．入与考え／二いと八乱的だ  
）1り＝吊正窮IH腰が1ト十Lてlカ】】り  

几タイム山勘jが、l川、の什．什のためこ二i●呵周  
■′、のれ仲を希1り・㌢るケー‾くいIlてきた 二友萱  

屈んのi■iたな・7t・Tンンンは、（l．推轟こだけでなく  

帖ユが 礼ここなることで、初めて酎きやすい1れ  
jLか／Lまれろというニヒモ′ごこLていろ  

馳亨萎てと二＝鑑！慧三巴瀞  
1  19）拝  

1仁丹▲い 1日i三1  

・il■－ ∴  J 一月 沌】15人；†ざ16人）  

Jliモー月l石〕人．†13人I  

l 」1 35底  
巧 it  18．7こ㌔（三0玉烏＿副12．61ん（071指）   

の川冊ほ、机iイニ！とのIテかl．かっていまう’ミ  

やりがい引き出し、惟布なスタッフを附某   

机皮り人のま川‡か“、ヤ；ニノ，れてい乙昔†∴二  
は、廿理吼の苦労もある ＝H封げには、ハー  

トのl】．吼け裾・Hま人什代用て‾うか、坑Iiのやり  
かい争汗封1iしたり．維釆な：1ク㌧ノソを什†呈で  
き乙，なと′持出軋こはメリソ：二なりますと川  
1l、．闘l＝、・liか妬い．い 仰二．．i111か11ト：なノノたけ  

の人‖柿作竹′′－†k仇l、指ヒも は什J川．r緑川  
．mり三も ー一院l主の阜／j魚ゞり、のiノ淀：ニーーけりは十こ安  

もあ▼ラました ンー′ト如）；■り－；－や差自作現今・と、  
†1ニ】長たちが一周を付附し・空こり、jtてくれたこと  

が心欺か・一た ′「・こは．祐子11、軋にトー2人の好  

咋仙仁1揖ユ狛・ま・㌢j と－＝．I、亀てあろ舶カ  

してくれ／ニ そLて何よilもく「ともが小■プ・t笑  

か封．．トノでくる呵粧侶‘i：にいち九ること方；うきし  
Lい．と相モ‖二ろばせ乙 P川．1札坤二IJこりて  

1力畑＋炉宅との近・にバ悪いももるが、】巨た  
裾二はリルタームで附くことも考えている   
仙川川一風l1がいることで1ん軋はどう一変わる  
のだろうか・一札煉・．りr伸上烏こぺH＝さんともう  

ひとりト仙川冊沌 リーー1fil㌢ の・仁宣＝lかい  
言－ ＝餌のへLはくコア、1でiえること・亡、他の一人  

ウ′■ノの賎笑時冊も減っていま・iそれぞれ・烹  
lうけf．の．む汗与人がいまナが、餌榊川j三川は  
リーダーにづ‥き粧ぐようにしているので、l”川虫  

あり壬せ人 と．語ろ他．う用のl量ノノら人きいと  
いう＋＝圧血なと㌦付い畑l鳩車■l；Lてくれるの  

∈†＿抹に余精か用て、三′く・ノドサイドでのケ7  
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仕事も私生活も両方頑弓臨りたいぅ  
そんなあなたが、安心して働ける  
制度を導入しましたl  

●11ノい▼ T‘  

iつ～に もて 【b▼ －1l】三 川J口＝，∴′＝．111ご  

働けます  
◆募集職事1：宅建飢．准看那ロト捷痕了莞‾ぐ載勅抱机）頗るノj乱逆）  

◆身  分：l［煙毒・福地陛正瞳舅  

◆労働時間：用筆平均1bl泊同（王領黄j  
才た〔ご適20ヲ古間1」】の夜間もl子莞たヾ二」能乍さ方（）≡漸キ正碍昌j  

ニ持竺ミキi†宇、ブコ■．′フ：＿示し二Tl・1ナトLT・デ1石上一躍コだt・昔1JT  

町t   
い・一丁ご打ニニご「千  丁一二■亡；〔・（＝ニけl可d・■■1・‘叩一 一  ＝＝㍉・．キーIlll、＝ヒ  

‡－hコ 一   皿皿  出産・育児と  

両立させたい ヾ′  ノルターム正札賃l，佗べT  

rl「だ岩戸姑l揖／バタし＼邑l箸nの二二γ9   

り）＃句㌍言付皇kl声／1」  

推の完El臼こ）仁■小J・、てし  

汀咄声土F‘引こ．▲■鶴・〃l削ト1汀｝lロ  

トiし▼■、’・長川こ■ てT  

n丑†イl諸に・1二しハ∴應u；＼㌧三l一．ゴlに  

‖暇？けいr一けI11¶l▲．  

耶i▲JJく芳心し丁廿lノd d  

」町tl」コケこ▼．椚しし．．1りlJtいつしし1  

貯±人ち蔦Iqこりてく／ここい  

ボランティア活動  
にも力を入れたし1  

呵撃   
■ニノナ・上l、・王・バr lll．ユリし tトけh囲－1‾・与l  7、l；▲二し一l「l「け■・◆F   

‖■ミTl■よ行㌣卜17戸［11〕しIFt．＝■け－■一＝l′  「TTニーb∵ い ・J卜  

lTll】3ユl註1i岩こt′ふ丁た」ご9与∴一軒二】Oq，Ilリ・こ汀七○ニてノ車誓むIlヨJ′ビ∈   

二上．：        1Jl  

杏′  
ヽ′  

ど  
L－l■ l lll   

一■■‖≠已＋＋．∴ し・∴L11▲●行1り】1lり川J■  

「て」▲     二■ヲ（∴ln ゝ・山JT・lり一＝l二◆・．＿・レl．！l 

，∴ qO5，930t  

◎  倖キュト律訝I18㌍げ■恥汀J9イ、；一節30訂－リノ】し吋l小利比丘汗りこプリモ耳b当＿－ノぢて  

＝ ■ r l lll   

－11＼：．‾．， 」ニリ＿リil  

ト㌻171こ」凛  lこて・：】「1  

＝・′ 義     l〔丁■ り1  

地域の人々に満足される看穫を提供します！  
私通と「賃の高い雪持」を目指しませんか！  
鵡べる2つの中空万一－1…＝＝E－  2■uコ＝←コL■  

■n和1丁一  1ごl」汁血】1∴●－1」化l＼  ●11Lll▲■    二Il札 TJll－■‾■■1－dlll  

p■しl血■り111寸1し1▲dl卜Il  

lし h∴罰ココ  」t‾†ll′・．ク／・［′亡へl  

lリl仰い」J■丁）【I、モー】ト1n■ ●●t▲甘▼   フILシイL＝■可■．・「  

lい』′三人  

三友堂病院  
．1手l；11Ⅳ  

帖卜小廿I＿l11  

！ニー「三  

ニー． 22ト】】0＝t  

・‘1－1     l＝■十 lこ斗 へ’  ■lつ・して  

ポ  Iき 1・l号 山   

■   上I q・l⊥「丁可 ∴T l l－●  l′   

脚黒川鳩うlこIlこ｛：▲l－⊥   

仏日・〃持 て】づ‘U‘l・†11■ －l．・汀．■打・←「モ「r r弓り11・＝n〔二」1   

広川嘩生 ⊂llrl‾荷し  

◆lJ．■書ヾ ▲l巨㌧． 1r’」 一▲・．t：⊥1 1コ】ニーナ・♪l¶－  

◆〃Jnり中 ▼・、‘■「・一 －11【：・rつIJ lノ。ご   

叶1ユキ鱒士  llけ・′．小■こ一っ章：二l  

l．；戸I用l∴7丞里一∵羊け＝Jこl上てJ柚ハプ，〔▼kJ、1．Tjり」1  

■「Ⅷ         l「lり11†liL■ ■，こ●l－「りゥ  
●M▼叫・    rlこ鼠＝れr  

ニーレノ．◆一  

J ■ ‾r∴1爛    l  

ビjrl■∵＝．1ヽ．l■一丁l」11j  

llllnHlけ・－■－  

●．一■■叫1  トi■】■℡■ ’■リーロ言l  

lll■m■l17トIl  

Iロ座■■いl一石ナ  

●声m   ・α；■■、一口lこl■l  

モり川「い】，－  

l・■ltヽり  

†∴町ノ㌧㌻†んJlh・りl▼ ▼・  

い・・一 三友堂病院 －－▲・㍉h．－ －．∴ ・ト   
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■福井県済生会病院の取組■  

患者さんの立場で考える   

1941年  

理 

立  

病床数  

病床利用率  

466床（ホスピス20床：SCU6床含）  

94．2％  

外来患者数   1，250名／日  

平均在院日数  
診療科  

入院看護配置  

一卜   



平成5年：新病院へ移転、オーダリング開始（福井初）  

由放型ベッド20床（福井初）健診センター設立  

平成07年：放射線治療開始（ライナック）  

平成10年：独立型緩和ケア病棟（ホスピス）開設（福井初）  

平成14年：電子カルテ運用開始（福井初）  

平成15年：がん診療連携拠点病院に指定  

平成16年：地域医療支援病院に指定（北陸初）  

平成17年：東館PETセンター開設新健診センター開設  

平成18年：SCU（脳卒中センター）開設（日本海側初）  

平成20年：肝疾患診療連携拠点病院に指定（福井唯一）  

平成20年＝AHA公認BLSqACLSトレーニングセンター開設  

（日本で4番目・病院では初）  

残業時問（1カ月平均）   7．1時間  

短時間正職員制度利用者  28名  

夜勤免除制度利用者  

就学前有子率  

48名  

パート 31月％（27名）  

正職員26．9％（111名）  

－2－   



」■一育児理由の退職者数  

一●一過職率（％）  

＋パートヘの移行者数  

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度  

＿I 一、・一・・■へ  
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1．選べる勤務体制  

1）短時間正職員制度  

2）パートは1時間から可能  

3）夜勤免除制度   

2．子育て支援   

3．キャリア支援   

4．定着率向上のための改善策  

2007年11月開始  

【目 的】   育児・介護・体調不良などの職員に、家庭での役割  

を果たしながら仕事も続けたいという人を支援する  

【手続方法】1．所属長が承認後「短時間勤務申出書」を記入  

副院長・看護部長室へ提出  

2．短時間勤務申出は、4月・10月（この限りではない）  

【労働時間】  本人の希望する時間帯  

【賃 金】1．給与は基本給の75％を支給  

2．定期昇給、退職金、賞与はその期間に応じて支給  
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n＝27名  
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■ 自分の働ける時間だけ勤務のパート職員が   

地土或で情報を伝えてくれる  

■′ 紹介や話を聞いて働くことを希望（口コミ）  

■ パートでまず働いてみて、自分に合う病院であるかどうか   
を判断し、正職員へと希望する人も増加  

」■L  

【目  的】   

家庭の事情や体調不良により   

■夜勤が出来ない  ■夜勤回数を減らして欲しい   

という人に対して勤務が続けられるように支援する  

【夜勤免除制度対象者】  

産前産後・育児・介護・ 体調不良・長期研修  

【夜勤回数による手当】（公平性）  

夜勤6回以上／月  10，000円  
夜勤5回以下／月  5，000円  

－6－   



多様な勤務形態導入前の勤務時間帯状況の例（24時間）  

多様な勤務形態導入後の勤務時間帯状況の例（24時間）  
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超過時間／月  パート看護職  退職率  

11．6時間  42名  平成17年度  11％  

9，4時間  33名  10％  平成18年度  
多様な勤務体制導入  

8．0時間  56名  平成19年度   8．3％  

7．1時間  78名  平成 20年度  

ウ福井県済生会病院  

6．8％  

1週間・5日×1日・8時間＝40時間・・・10単位  

1週間・5日×1日・6時間＝30時間・・・ 7．5単位  

2．業務内容の見直し  

1）必要なケアが必要な時に必要とされるだけ適切に提供  

2）引き継ぎの工夫  

Point  患者参加型での言多療提供  

3．スタッフの受け入れ  

1）自分たちのため  

2）専門職としての自覚  
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｝ 対象児  

優 定 員  

麺 職員数  

0歳児～3歳児（4歳末満）  

70名  （平成21年5月に50各から70名に増員）  

看護師2名・准看護師パート1名  
保育士23名・事務1名 ※病院より出向  

■ 看護外来  DM療養指導者  

感染管理認定看護師  

緩和ケア認定看護師  

皮膚・排泄ケア認定看護師（2名）  

緩和ケア認定看護師  （2名）  

がん化学療法認定看護師  （2名）  

透析認定看護師  

救急看護認定看護師  

摂食・峠下障害看護認定看護師  

■ ホスピス病棟  

■ 腫瘍外来  

暮 HD  

■ 救急室  

■ lCU  
救急看護認定看護師  

■ 女性診療センター  

乳がん看護認定看護師  
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＿ 学二 
こ  

ノ ！≡一撃モ一軍＿。ごご＿＿＿＿＿こ。撃ごご三？＿ヾ蘭野軍準  
1．医師の診察、指示が時間外  

2．入院決定した患者を病棟へ導くのが遅い  

3．薬を病棟へ配置するのが遅い  

4・勤務時間中に研修や委員会が入り、業務が中断され、   

残業になる   

与．看護ケア以外の業務が多い  

1・看護職全員に7対1看護配置手当10，000円／月  

2・夜勤の回数による手当て  10，000円～0円  

3・院内保育費の減額 月額35，000円→20，000円に減額  

4・職員寮費  月額38，000円→27，000円に減額  

5．育児休業中の職員への経済的援助  

出産1回につき、一律で10万円支給  

－13－   



家族、友人、知人などが病院勤務を希望するなら、この病院  

を薦める   

自分がこの病院にとって必要な人材だという手ごたえを感じ  

る  

52．7％  

61．6％  

53．2％  

61．3％   

57．5％  

68．2鳴  他の病院への転職は考えたことがない   

今後もこの病院で働くことで、専門的な技能や知識が向上す  

ると思う  

29．0％  平成19年度  

■平成20年度  
36．2％  

22．6％  

28．3％  職場の人間関係に満足している  

45．3％  

54．3％  家族、友人、 

1．新人教育プログラム  

2．プリセプターシップ体制  

3．プリセプターからプリセプティヘの手紙  

4．専門的分野のOJT  

5．時間内の研修  

1．奨学金制度  

2．親睦会行事（国内・海外旅行 家族班有）  

3．NO残業day  

環境  1．職員寮  

2．SCU・ホスピスの存在  
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3∴研修参加への支援体制  

4．新採用者指導開始計画  

制度 1．夜勤回数による手当  

2．看護配置7対1体制手当  

3．リフレッシュ休暇  

4．感激レポート  

5．福利厚生  

6．勤務希望調査  

7・船庁夢儲・虐郷原行家財を）  
8．爛  
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■院内保育所   

■キャリア支援  

1．24時間体制   

1．認定看護師の活動と人数  

2．適材適所の勤務場所  

3．個人別キャリアアップ面接と目標管理  

4．復職看護職には個別対応でのプログラム  

5．ラタ、－研修＋病院全体のプログラム  

1．時間内に仕事が終えるための業務整理  

2．メンタルサポートシステム  

■業務整理  

1．就学から低学年の児童の対応  

2．病児の対応（インフル工ンザ等の感染症）  

3．新人教育では、技術指導の開始と到達する時期の検討  

4．個別のメンタルケア   

5．継続した業務整理  

－16－   
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第4回看護職員需給見通し検討会  

2009且28一  

（社）南区医師協会南区メディカルセンター  

訪問看護ステーション  

管理者 高砂裕子  

訪問看護ステーションの現状2，3）  

■人材確保が困難  

■4．2人看護師、利用者数約52人  

■所要時間、平均123分  

分、滞在外時間：58分  ■滞在時間：65  

一医療保険2：介護保険8⇒3：7、医療保険、   
介護保険の双方からサービスを提供している  

－看取り実施率：9割、5．67人／年  

→全国の47．1％の市町村に設置されていない  

－1－   



■  

訪問看護ステーションの現状2）  

■都道府県調査結果  

■訪問看護サービスの必要量を推計する手法が確立さ 
れていない  

■行政側で支援できる手段が限られている  

■訪問看護師不足  

■訪問看護ステーションの経営赤字や休止■廃止の問題  

■サテライト事業所の整備促進、開設に伴う設備整備へ   
の補助金  

■地域関係機関（病院等）との連携推進のための研修の   

実施やケアチームづくりのための支援  

両区メディカルセンター  

訪問看護ステーションの現状  

・平成7年2月1日開所  

■看護師5人⇒看護師19人、PTl人、OTl人  

■170人・1000件／月、5．8回／月、2回～40／回  

■健康管理、服薬管理、清潔の援助、創傷処   
置、機器の管理、介護者支援、他機関との連   
携  

■居宅介護支援事業所との併設（ケアマネ   

ジャー兼務9人）  

－2－   



■  

看護職員の充足状況1）  

充足している  

不足している  

無回答   

看護職員の退職率1）  

看護職員総数（a）   

退職者総数（b）   

退職率（b／a）  

常勤看護職員総数（C）  

常勤看護職員退職者総数（d）   

常勤退職率（d／C）   

非常勤看護職員総数（e）   

非常勤看護職員退職者総数（f）   

非常勤退職率（f／e）   

1208  

228  

18．9％  

598  

104  

17．4％  

610  

124  

20．3％  

1307  

275  

21．0％  

665  

108  

16．2％  

642  

167  

26．0％   
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＝  

卓耳 ◆ヽ，  

訪問看護ステーションにおける人材確保・  

定着に関する実態調査1）  

■「看護の魅力を伝える」と「働きつづけられる職   

場づくり」を支えるもの  

＋訪問看護のPR  

■教育一研修体制の確立  

■子育て支援復職支援等、看護職員確保対策の   
強化  

■管理運営のサポート  

■連絡一相談窓口の設置  

■制度の改善  

訪問看護師の定着に関する課題と  

今後の体制整備に向けたニーズ1）  

■定着に関する課題  

■労働条件にみあった雇用条件の改善  

■訪問看護を実践する上でのスタッフの負担感  

■教育研修体制の確立  

†慢性的な忙しさからくる疲労感・ストレス・腰   

痛  
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＝   

訪問看護師の定着に関する課題と   

今後の体制整備に向けたニーズ1）  

■課題解決のために管理者が必要と考えている   

こと  

■訪問看護師のやりがいを支える教育・サポート   

体制づくり  

■働きやすい環境（職場風土）づくり  

■スタッフ暮管理者の負担を軽減する体制づくり  

■ワークライフバランスが取れる職場体制づくり  

■給与等の改善と経営管理に関する工夫  

■地域・他機関との連携  

訪問看護師の確保一定着への対策の実際  

■随時募集、面接や相談の機会（メール・電話）  

■毎月全員参加でのカンファレンスの実施  

■研修計画の作成と目標達成支援  

■働きやすい環境（職場風土）づくり  

■スタッフの負担を軽減する体制づくり  

tワークライフバランスが取れる職場体制づくり  

■給与等の改善と経営管理に関する工夫  

■地域・他機関との連携  

－5－   



■  

i．き  

参考・引用文献  

1）訪問看護ステーションにおける人材確保一定着に関   

する実態調査報告書：神奈川県保健福祉部地域福   

祉部地域保健福祉課，平成20年度在宅医療（訪問   
看護）推進支援事業，2009年3月  

2）医療経済研究機構：「訪問看護の安定的提供体制   

のあり方に関する研究」，2009  

3）日本看護協会：「訪問看護事業者数の減少要因の   

分析及び対応策のあり方に関する調査研究事業」，   
2009  
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匝司  

平成2・0年度 在宅医療（訪問看護）推進支援事業   

訪問看護ステーションにおける  

人材確保・定着に関する実態調査  

報告書  

1
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ノ
 
 

、
J
－
1
 
 

■
1
 
 

／
し
 
 

神奈川県保健福祉部地域保健福祉課  

平成21年3月   



Ⅰ．調査概要   

1．調査テーマ  訪問看護ステーションにおける人材確保・定着に関する実態調査  

2．調査目的  訪問看護ステーションにおける人材確保定着に関する実態を把握し、  

今後の訪問看護の推進にむけた課題を明確にする。  

3．調査対象  県内訪問看護ステーション管理者 317名  

4．調査期間  平成20年12月4日～12月26日  

5．調査方法  自作質問紙によるアンケート調査（無記名式）  

6．回収方法  各訪問看護ステーションに留め置き、郵送式回収  

7．倫理的配慮  調査依頼文苦には調査目的とともに、調査により得られた情事勘は個  

人が特定できない形で統計的に処理すること、調査目的以外にデー  

タを使用しないこと、調査への協力の可否は自由意思を尊重するこ  

とを明記し、アンケートに同封した。尚、アンケートの回答と返送  

をもって、協力への同意が得られたものとみなし、取り扱うことと  
した。  

Ⅱ．回収率等  

項目   結果   

配布数   317   

事業所閉所に伴う返送数   2   

回収数   2 00   

回収率   63．5％   
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3）設置地域  

設置地域   回答数‡ ％   

横浜北部   31】15・5％  

横浜西部   13、5％  

横浜南部   27         31r  15・5％   

川崎北部   151   7．5％   

川崎南部   

横須賀・三浦   17】  10    5．0％     8．5％ u   
湘南東部   

湘南西部   8．0％   151  7．5％    東   16  
イTロ【〒∃／拝し百IJ   

湘南西部   ⊥J  l．∂70    東   16  8．0％  
県央  

県北   21 ′「寸  rlO潮  4．0％  
県西   9  ‡  4・5％   

合計   200  †100・0％   

4）開設してからの年数  

開設してからの年数   回答数   ％   

1年未満   4   2．0％   

1～3年未満   31   15．5％   

3～5年未満   11．0％   22  

5年以上   142   71．0％  

無回答   0．5％   

合計   200   100，0％   

「【‾‾」¶■′‘一  

芦  無回答  

図2，開設してからの年数n＝200  

○ 開設してからの年数については、「5年以上」が71．0％で最も多く、ついで「1  

～3年未満」が15．5％であった。  

ー3－   



3．過去2年間（平成19年度・平成20年度）の事業所の収支状況  

1）過去2年間の事業所の収支状況  

■平成19年度  3P．0％     23．5％      29．5％      8．0％  0％了．0％  2．0％   □平成20年度  31．0％     29．5％      29．5％      8．0％  
図11．過去2年間の収支状況 n＝2   

○ 平成19年度実績では、「黒字」が30．0％、「収支均衡」が23．5％、「赤   

字」が29．5％であった。  

2）1ケ月あたりの平均訪問件数と収支状況の比較  

600～700未満   

700～800未満   

900以上   

800～900未瓶   

700～800未満   

600～700未満   

500～600未満   

400～500未満   

300～400未満   

200～300未満   

100～200未満  

100未満  

0 1ケ月あたりの訪問件数  

と収支状況を比較すると、  

「100～200未満」  

では81．0％が赤字と  

なっている。  

O 「400～500未満」  

以上になると、5 0．  

0％以上は黒字に転じて  

いる。   

0％  20％  40％  60％  80％  

重垂てし1 

図12．1ケ月あたりの平均訪問件数と収支状況の比較 n＝200  

画車車L〔 
ー8－  



4．過去2年間（平成19年度・平成20年度）の職員就業者数状況  

1）従事者数（実人数）  

職種  l勤務形態   平成18年度  平成19年度摩成20年虔  

匪－」▼岬  
呵  699  

看護職員   

59白  ，        610 1208   牢  653  1307F   1352   

23j 

理学療法士  55  

伶計  78   
／  

／ 
】r一 19  ／  

作業析法士  

25   →    トーー三j    44       44／′／   

勤   67   

〕往務恥  58   
・      ら非常勤  
ぎ合計   125   芦  

○ 平成20年度看護職員従事者数は、1，352名であり、平成18年度～平成20年  

度の看護職員従事者数は微増ではあるが増加している。  

＜参考＞業務従事者届：平成16年1，805名、平成18年1，342名であり、祓少している。  

2）看護職員従事者数（美人数）  

平成18年度  平成19年度  平成20年度  
項目  

▼巾一‾】  回答数    ％   、′′’’高音姦「1J  
■l  94   47．0％   

・重  奏  6～10名未満   32．5％   

10名以上   20・0％   

無回答   38  19．ノ摘  －－〉′・一票P崇   埜     3／1  17．3％    ロ   0．5％   

合計   200   100．0％   200  100．0％   

○ 平成20年度看護職員従事者数（実人数）は、「3～6名未満」が47．0％で最も  

多かった。  

O 「10名以上」は訪問看護ステーション総数の20．0％であった。  

ー9－   



3）看護職員従事者数－（常勤換算）  

平成18年度  平成19年度  平成20年度  
項目  

回答数   ％   回答数   ％   回答数   ％   

0～3名未満  9   4，6％   17  8．5％  26   13．0％   

3～6名未満   84   42．9％   111  55．5％  132   66．0％   

6～10名未満   51   26．0％   41   20．5％   30   15．0％   

10名以上   18   9．2％   16   

無回答   34   17．3％   15   8．0％  田  5．5％          7．5％  ロ  0．5％   
合計   196   100．0％   200  100．0％   200  l lOO．0％  

○ 平成20年度看護職員従事者数（常勤換算）は、「3～6末梢」が66．0％で最も  

多かった。また、常勤換算「0～3未満」が13．0％であった。  

O 「10以上」は5．5％であり、平成18年度～平成20年度を比較するとその割合  

は年々減少している。  

○ 平均看護職員従事者数（常勤換算）は、4．8人である。  

参考：平成17年度 平均看護職員従事者数（常勤換節）4．5人（平成17年度ALS  

等人工呼吸器管理を必要とする在宅療養に関する実態調査報告書 地域保健福祉課調べ）  

全国 平均看護職屈従事者数（常勤換算）は、4．3人  

（平成19年介護サービス施設・事業所調査結果  厚生労働省大臣官房統計情報部）  

4）常勤看護職員の配置状況 常勤看護職員1名のみの施設数  

看護職員常勤者   
施設数   

1名の施設   
％  

平成18年度   14  1  7・1％   

平成19年度   14   7．0％   

平成20年度   16   8．0％  

※平成18年度は、開設していた訪問者謹ステーション196施設で計算、他の隼度は200施設で計算した。  

○ 常勤看護職員が1名のみの施設数は、訪問者誰ステーション総数の8，0％であっ  

た。  

－－10－   



2）1つの訪問看護ステーションにおける退職者数状況  

項目  
l  平成18年度  平成19年度  

回答数   ％  
回答数  F  ％   

1名  55   28．1％≠  70    ト   350％   

2名  
－】「－ 」‾‾‾、′ 

31   15．抽  34  17．0％   

3名  十叫－「盲         n   0／   

－≠－ 札叫－ 
4．1％  

十一－一】札 
7    j  3．5％  

1．0％  4    T「≠’■－▼ ～ 2．0％   
6名  

▼ゝ「「一、，」「、「 

0  0．0‰  
¶－－－ 

2  1．0％  

7名  3   

ー、－－「－－－叫▼¶＿⊥u＿】   
⊥、．－，， 1・5％！0  0．0％  

8名  3   1  

叫 
0   

9名  o   
「  

____1_ 

00 0   

10名以上  】  0   0・叫  2  ．0％   

■¶‾－‾¶‾帥－一1■・▼・－－†蜘－、叩－，・－1一一▼－－一丁－，－、ル■叫一一－▲－1－－－－「－】・1■■－－1 退職者無し  64   32．7％  56   280％   
無回答  22   ■●  ●  4．5％   

合計  196   2  ≠    100．0％  叫 1000∩′       ， ／U   

○  1つの訪問看破ステーションにおける退職者数は、1名の退職者が、35．0％（平  

成19年度）であった。回答した訪問着誰ステーションの28・0％（平成19年  

度）は退職者が0名であった。  

○  1つの訪問看護ステーションにおける平均年間退職者数は、1．4名。  

参考＝ 全国1つの訪問看護ステーションにおけるぅ目釘隼粧退職者数  

（平成18年度訪問着諸・家庭訪問基礎調査報告書二）  

1．2名  

3）訪問看護ステーション別退職率（平成19年度）  

0％   56  28．0％  

1～10％未満   
－■‾－－■ ～ーーーー   

10へ′20％未満   
▲  、  －－－■一－－¶一一■－≠ －－ －－－－▼   

ヨニ霊  m   

20～30％未満   20．0％  

30～40％未満   
40  r        1  トて諒  

40～50％未満  

50′、′60％未満   

14   

ーー、一「一－－－■■一－ ≠、－一▼   7．0％    －聖¶．」】3・0％  
60～70％未満  

70％以上  

無回答  

200㌻  100．0％   

回答がわかれ、退職率については訪m看護ステーションによってばらつきがある 
。  

50％以上の退職率の事業所は、全体の9．5ワイ，であった。  
－11二：－・－   



4）未婚・既婚の別  

既婚・未婚の別   回答数   ％   

既婚   216   
】   

78．5％   

末女昏   55   20．0％   

無回答   
4  】   1・5％   

合計   275   100．0％   

＼既婚   

78．5％  

○ 退職者の未婚・既婚の別は、「既婚」が  －  

78．5％、「未婚」が20．0％で既婚  

が多かった。  

」竺  
7．既婚・未婚の別 n＝275  

5）12歳以下の子どもの有無  

12歳以下の子どもの有無   回答数   ％   

12歳以下の子ども有   116   42．2％   

12歳以下の子ども無   142   51．6％   

無回答   17   6．2％   

合計   275   100．0％   

○ 退職者の12歳以下の子どもの有無は、   

「有」が42．2％、「無」が51．6％であ  

り、子育てだけが退職要個ではないことが推  

測される。  

6）退職後の就労状況  

項目   回答数   ％   

病院に就職   40   14．5％   

他の訪問着護ステーションに就職   20   7．3％  

福祉施設に就職   22   8．0％   

同一法人の訪問看護ステーションへ異動   7   2．5％   

同一法人の訪問者譲ステーション以外の施設へ異動   17  6．2ワ乙  

看護職以外の仕事をする   2  0．7％  

仕事をしない   57  20．7％  

わからない   68  2′l．7％  

その他  26  9．5％  

無回答   16  5．8％  

合計   275   100．0誓．   

○ 退職後の就労状況  

については、「病  

院に就職」が14．  

5％で最も多かっ  

た。  

O 「仕ホをしない」  

も20．7％回答  

があった。  

O 「その他」にっい  

ては、看護学校の   

教＝等が含まれる。   

ー1〔うー  



7）退職理由（管理者より回答のあった226名の回答）  

カテゴリー   回答数† ％   

17．3％  

健康上の問題  39        一身上の都合  28．  12．4％  

妊娠・出産   ヰニ      9．3％  

転居   18†  8・0％  

その他の勤務先希望   
ーw▼   

1「 7．1％ ‖  
「  ㌔】】 【¶Ⅳ   

訪問看護ステーションの方針・体制に不満   吋  6．6％  

子育て  、一】‾iオ′′劇‘11嘉  
病院勤務希望   5．8％  

13  

仕事についていけない   11】  4．9％   

常軌こなる剃紺施設のあるステーションに行く 【  ノ＿」一W⊥′，仙1聖竺   
職務中の事故   1－   0．4％   

窃盗現行犯逮捕による懲戒退職   o・4％   

通勤時間  

年齢が高い   1l      ＝耳＝霊   
合計   

○ 退職理由の上位は、「健康上の問題」 トー身上の都合」「妊娠q出産」「転居」  

「その他の勤務先希望」「ステーションの方針。体制に不満」であった。  

－17－   



3）平均継続勤務年数－  

平均継続勤務年数   

3′・、－6未満   

○ 平均継続勤務年数については、常勤では「3～6年未満」「6～10年未満」で  

48．5％を占める。非常勤では「1～3年未満」「3～6年未満」で62．9％を  

占めた。  

○ 平均臨床経験年数は、常勤では6．7年、非常勤では5．6年であった。  

9．訪問看護師の採用状況について（平成20年4月～10月までの実績）  

1）募集方法およぴその効果  

効果なし  

甚坊主方法   

回答数  ％（回答総数に 対する割合）   

ホームページ   80   40．0％   21   26．3％   59i  73・8％   

派遣会社   42   21．（）雫一 13  31．0％   29  69・0％  

タウン誌   18   2＝叫  91  18・8％   
39   

新1川折込広告  114   
仙」7・埜  

44  38．6％   70   61．4％  

ナースセンター  87  ′lこ‡．5％  22  25．3％   65   74．7％   

ハローワー ク  4．5  32  29．4％   77   70・6％  

垢りユの口コミ   円                  l‾‾－一・・、・－・一，▼▼T‾‘T■、一 ト 畑 L 53．け％  57  49   
1  

53．8％  46．2％   

管理二占一の交友関係における口コミ   】   77   38．5％  35  45．5％  

その他（近隣の方からの紹介等）   24  鱒．鴻   10   41．7％   

○ 訪問市譲師の採用にあたって、訪問看護ステーションが実施している妨＿渠方法の  

上位は、「新朝l折込広告」「ハローワーク」「職員の口コミ」であった▲－  

○ 実際に効果があった募集方法の上位は、 「その他（近l錐のノノから〃）紹介等）」   

「職員の口コミ」「管理者の交友関係における口コミ」であった、」  

○ 効果がないと回答した英集方法の舷も回答数が多か／）たヰ）〝＝・t、「てノウン誌」で  

あった。  

－コし）－・   



確保に関する課題  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、KJ法によりカテゴリー化した。  

【】内はカードの数  

中カテゴ 

募1  二二   

‾ 

1  

－  

こ 

人粧．引・；町‥㍑、Jい㌔【。】   ．・．バ、宍号．．・…‥い、・．．∴，．．．、けi∴，‥．い．立．．・．ご  

ト人の訪問に不安があるD」という理由で断られた。  

‾ 

－ 

訪  
こ 

二 ∴                問   
∴ 一  

＿∴ ＿二＿  
l 

こ一－1－  こ 
～  ＿ 

l l  

訪問看護の。。が不足【14】 

Y・3ニー・一   



大力テゴリー【  中カテゴリー  記述内容  

病院側での看護師不足のため訪問看護まで人手がまわらない。  

病院で不足している状況、訪問看護まで人が  
まわらない【8】  

訪
問
看
護
に
お
い
 
 

周囲の病院、訪問看護ステーション、どこに聞いても確保が困難と言っ  
ているので紹介もなかなかしてもらえない。  

人材が訪問看護全体で不足しているため、取り合いになってしまう。  

稚）今後ス  タップを増員できなければ、利用者を増  
やすことも困難旦  
現在のスタッフノ  

退職後の補充が出来ない【6】  
した鳩舎、後を引き続きやってくれる看護師を育  

な吐と上吐なl、が確保で号＿な  

て   フルタイムで働ける人がいない。  

24時間対応の携帯電話が持てる人の確保  

し  芸間対応等が可能な人材が確保できない‡  

て  

い  
子育ての期間で空いている時間にとパートタイムが多い。  

る  訪問者三豊師不足  

人  
材  十分な数を確認できず慢性的に人手不足。  

不  パートだからという甘えがあったり他職種との連携や報告書などすべて  

足   
社員に押し付けたがる人もいる。  

採用してもすぐに転経と言うケースもある。   

雇  給与・休暇等待遇を改善しないと人は集まらないと思っている。  

改用   給料面での折り合いがあわない。  

善条  
が件  若いスタッフは緊急時の待機など時間にしばられたくない。  

困の   看護師不足に伴い訪問看護ステーションが小規模で基盤が脆弱なため絵   
経営的な問題から雇用条件を改善できない  

難改  
【7】   

【善  赤字を抱えているため人件黄を上げられない悪循環にある。   

3が 7必  雇用条件等、事業所によって格差がある  休みが少ない雇用条件で他ステーションに流れる。   

】要   
【6】   設置主体による賃金格差も課題。  

人件費との収支バランスが課題である【3】  人を増やしたいがそれほど利用者も多くなく人件発との兼ね合いを考え    てしまう 
∩   

人材育成（特にl塩床経験のない新卒者の採用）  

人材育成のための取り組みが必要【6】  新卒者の採用はしていない状況であるが、新卒者でも訪問者護STで働け  
るような学校の授業カリキュラムの強化（アセスメント能力、コミュニ  

働  ケーション能力）  

き  必要かつゆとりを持った訪問ができる体制。  

や  
働きやすい職場づくり【5】  

す  
依頼ニーズに対応するステーションとなる。  

い  仕事内容での改善が必要。  

職  
保育所の確保も必要。  

場  保育所の確保等子育て支援が必要【4】  あるステーションは他の施設や保両面もあり若い方が仕事につけるが∴‾▼■  
づ  

く  
小さなステーションでは保育園まで保障できない。  

り  
設置主体が弱／トである（国公立クラスに比較して）  

設置主体が小さい【3】  
【  母体がない。（訪問看護のみで仕事をしている）  

2  
事業所の立地条件が悪い【3】   

4  
ステーションの立地条件が悪いと思う。  

】  ステーションの規模に関わらず一律常勤換算2．5の確保は小規模ス  
常勤換算2．5人の設置基準が厳しい【1】      テーションにとってかなり厳しい。  

管理者が管理業務に専念できない【1】   人見の補充、増員ができないため、管理者も件数をこなしている状凱  

管理者としての力不足【1】   自分自身の力不足ではないか。   

の内同  同法人の挺耽・退職者の移動   

問の－  應護師不足で法人の病院で働く者は師が訪問者護を希望しても移捌くポ 

題人法 【材人  しい。     法人との関係もあり募集広告、働きかけ等、自由度が低い。   
病院に就推した新卒者、新人者のローテーション先としての位置づけJ   

9確施   

ー33－   



定着に関する課題  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、KJ法によりカテゴリー化した。 

【】内はカードの数  

大力テゴリー 中カテゴリー  記述内容   

労  仕事的には病院よリリスクが高いが給料が少ないという矛盾。   

労働内容にみあった報酬でない【15】 条件（それぞれのライフスタイル   

故 
苦み  仕事が大変な割りに給料が安い。   ’一【一〔】 
【あ  業i 

労働条件が悪い【11】  

条  よくないとまた移動する不安はあるため非常勤職の条件を見なおしてい   

件  く必要がある0   

の  社会保障や収入保障が大きな組織のように整わない。   

定員を8名ぐらいと考えているが、常勤になれないと非常勤スタイルで   
訪  は業務がやりにくい面もあり、責任が持てなくなり、退職にいたること   

悶  があった0   

．   

も在宅になると自信がつくまで年数がかかってしまうことや利用者さん  
の求めるものが大きくてますます自信喪失になってしまうことがある。  
ステーション全休で支えあうように努力しているが、人員的な余裕がが  
ない状況も現実にあり偉業一人で追い込まれてしまう人もいる。  

で
の
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
感
 
 

訪問着誰の責任が重く負担が大きい【8】  

1人で訪問し照任史大で件数も多く訪問しなければならないことで心身  
ともに疲労を應じ古筆めてしまう頼経だと思う。   

子どもを持っているスタッフが多〈、逆に子どもがいないスタッフが肩  
身の狭い思いをしたり、時間で上がることが出来なかったりしている。  

緊急や残業に閻して負担があり（精神的負担）小さな子供をかかえてい  
るNsは定着しにくい可青㌢性あり。  

常勤で働くスタッフの員担焙【1】  

緊急対応や残業に負担感【2】  

酎壬が重い割に報酬が少ない。移動にかかるリスクが大きい。（怪我、事  
故等への不安）個々に動いているので。  

移動（車等）にかかるリスクが大きい【1】  
r r  

2  

3  
」 」▲  24時間対応している為、勤務時間外の拘束に身心が休めない（携帯電話 を持つ）  24時間対応の負担感【2】  

事務作業の軽減【1】  事務作美の軽減（ 

研修・教育の充実（院内は人員不足でできないため市や県主催による研   

修希望） 経験不足（臨床）によるスタッフの不安け  

教
畜
∵
 
研
修
体
制
の
 
 
 

確
立
 
【
1
3
】
 
 

数百・研修体制が確立できない【9】  教毒していくという点で弱い（人が不足しているため）自己判断の必要  
性や優先度の設定は常に訪問着諸を行っていく上で必要てあるがその点  
に欠けている人や技硝的に未熟だと訪問看護を行っていくのは難しい。  

研修に出したくても余力がな〈参加させられ左い  

少人数のため研修参加ができない【2】  少人数のため休みを取れす、研修にも参加てきない．  

管理者候補の育成が困難【1】  ゆくゆくの管i里省略硝がほしいが難しい。  

いないところての看譲提供てあt」アセスメント龍力の向上が必  
アセスメント能力が必要【1】  
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大力テゴリ■  中カテゴリー  】  記述内容  

慢
性
的
な
忙
し
 
 

疲
労
感
・
ス
ト
 
 

陣痛になり体力に自信なく一人で入浴介助や移乗が苦痛■不安あり他い  
ろいろな要素が加わりやめた人もある。  腰痛の悪化【3】  

重労働のため、腰痛・疲労大きく肉体的に継続が厳しい。  

一日の訪問看護件数を4～5件にする。  

一人のスタッフが抱える書類等の多さ。  

⊥字書i  

、  

離プ女  結婚・出産による退職【7】   

l  

女性の鴨場であり、子育てとも両立しながらなので非常勤が多く、定着  

…・…・ 
が難しい。   

－ 
親の介護など離職を余儀なくされる理由が有り、すぐに充足できるス  
タッフがいないことが課題。  

1伴イ  全員主婦なので家庭との両立。  

】ぅフ   ステーションの場所が交通の使の悪いところなので通勤が大変。   

働  
き  

働きやすい、働き続けたいといわれる職場を作らなければならないと感  
じる。しかし1つのステーションだけでは限界がある。  

や  
す   訪問着漣の楽しさや、スタッフ同士、会活の中でスキルアップできる嘲   

所であることをしってほしい  

スタッフ同士の支えあい【3】  
場  

お互いおもいやり。  

づ          人間関係【2】   
小規模のため人間関係でのつまずきが大きな原因となってやめるときが   

く  ある。  

り      事業所の経営が不安定【1】   事務所が不安定だと定着が悪い   

子  
コゝご  子育て支探。安■bして仕事ができる体制。①仕草に従事していないと保   
F】  宵園に入所できない。そのため民間に高い保育料金を支払って働くよう   
て  になるが収入とみあわない等の理由で働かなくなる。（∋保育園への入所   

子育て支援が不足【6】   
ができない勤務日致の場合幼稚園が夏休みなど長期の休みに子供を保育  
してくれる人がいない等の理由で継続して勤務できなくなる。  

が  

不  お子さんがいる希護師は子供の病気のときなかなか休みがとれず、小規   

足  扶運営では補償してあげられないときがある。   

足引このス   
体力的に仕事について行けない【3】   

体力の消耗も著しく、50歳を過ぎた方が業務温をコントロールせずに働   
き続けることが難しい。   

5う齢ツ  
｝課化フ  看護職の高齢化【2】   看護者が高齢化する。（新しいものにチャレンジできにくい）   

スタッフのモチベーションを維持するのが難   モチベーションを保つ工夫。  

しい【4】  訪問に対する意欲を維持する。  

事業所のビジョンの共有が不足【1】   
事業所全体の方針が十分伝わらず、やりがい、達成感等、満足度を充実  
できない点。   

【保前定  
2飽がに弟  定薪の前に、必要な人材が確保できない。   
】課確の   

定
弟
し
て
い
 
 

る
【
2
】
 
 

定着しているが人件費で赤字【1】  定茶事はとても良いと思うがその分人件資が上昇し赤字となっている。  

現在の職員は入概して以来、継続勤務しているがさらに継続してもらえ  
るよう不満や要求の把握。  定着している【1】  
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記述内容  

・子どもさんが保育園ではあずかってもらえないが、家で看病する程ではない時や祝日の勤務日は事務員さん  
が事務所内保育をしている。また必要時は保育所に代理でお迎えもする。訪問件数が伸びた月に大入り袋を出  
した。  

子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
 
 

庫育料の補助（費用の1／2）  

保育室の充実  

保育園と交渉し、パートのNsの募集を行い1回／周午前中のみのスタッフが1名確保できた。  

育児・介護休暇等の実施  

スタッフは全員育児中のため17時には帰れるようにしている。また当組織でステーションの上に保育室を設け  
てくれたため、助かっている。  

系列法人の託児所の利用  

平成7年発足2．5人から13年目を迎え12人の配置に採用できたのは就業希望者のできるところの時間をもらいフ  
レックスで採用している。徐々に就業時間をのばしながら月←金の就業可の現状。  

バート取に対して、その人の状況で合わせる。時間調整、曜日調整を行なっている  

l 

＋，  
問題をみんなで解決の方向へ向けることができている。お互い刺激になっている。   

」形   
子どもを持っている看護師が多い、帰宅時間をフリーにすることで、パートとして働きやすく、家と仕事との  

に     バランスもOK  

委託なので時間を選び働けるので子育て中でもOKというメリットは大きい  

なるべく時間内に仕事が終了するよう集中的に仕事するよう働きかけている。週休2日とし、利用者の少ない  
時には有給で順番に休む。  

子育ての看護師が多いため勤務の調整は積極的に行い休み希望は全員でフォローしている。  閑み   

すの こ確  休暇希望や病気の突然の休みにできるだけ柔軟に対応した。自分の生活に仕事が良い雷味で中心になれるよう  
なモチベーションを上げる材料になるよう研件の機会を増やしてほしい。   

に  家庭が優先と言う事を前面に出している。有給も消化させている。  

突然の休みなど、小さな子供のいるスタッフ等の急な休みに対応すること。   

相談事を良く聞く。育児・家事を優先してもらう  

開梱  スケッフの希望をよくヒアリングし上司との調整を行なう   
す談  
る体  

こ制  暇時改善できるところは行っていく。  

とに  

看護師を働かせすぎない。疲労をためない。何かあれば常に相談が受けれるような雰囲気を作る。   

病気のとき（子供や家族）も速やかに休みをとらす。チーム制にすることで、一人で抱えないようになった。  
関チ   
すl  

るム  
こ制  
とに  

問をいれていない）→報告書や計画書を行う時間の確保→時間外を減らす目的   

に訪  
こ開閉 
とす件   
る数  うにする。子育ての看護師が多いので、超過勤務をさせない。   

法人内の医療施設の医師・看護師との連携により利用者の状況、病状について気軽になんでも相言蚕できると  
こ、そしてすぐに実践できること。  

定年退吸着への再雇用。  

そ  
岬訪問者護体験後入韓者あり。（平成17年）   

の  スタッフの生活や習熟度にあった業務を常に配慮しながら運営しています。スタッフの意見を葦空しつつも管   
他  理者への仕事への情熱が大切だと思っています。  

看護職負からのアンケートをとり不満に思っていることを把捉し業務改善をしていった。  

現場では自分たちの看護をまず頑張って行い、地域の人たちへみてもらう。HPの人・にも理解してもらうことに  
重きを置いている。   

非常勤看が常勤として働けるようになった時期をみて声かけをする。常勤へ移行してもらった例が多い。  

自分の元臨場から友人を誘ってみました。信頼のおけるスタッフがきてくれると心強いです。  
閃募  
す集  

竺方  
こ法  
とに  看護師募集に関しハローワークや広告で募集かけても人材確保になかなかいたらずこの1年は縁故での採用  

（3名）が効果的である。魅力あるステーションであるとスタッフがおもわなければ叶わないが。  

看護師の口コミ。以前働いていたステーションが場所移転で通勤が遠くなったために口コミで確保できた。   
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訪問看護．師が働き続けられるためには、どのような職場づくりが必要か  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、村法によりカテゴリー化した。  

【】内はカードの数  

ヵテ。＿  
中カテゴリー  小カテゴリー  記述内容  

働互生M皇i産屋奉り何で  談でき皇頒堅炸り） 
いつでもどこでも相談できる体制、本人が困ったといえる環  

境。  

何でも柏護できる■壌体割【24】  訪問看護は独りで在宅に伺い一人で仕事をするので独立せずス  
テーションの皆の患者であるという意識のもと共有し本当に  
ざっくばらんにいつでも雑談でもいいのでいろいろな話し方が  
できるようなステーションにする。  

い知識や技術について宇ぷ機会がありモチベーションが維  
新し 持できるような碓増作りが大切  

研修の充実（時間の確保、手当ての確保〉 外部研修に出て刺激  
を受ける  

研♯受講できる休刊づくり【21】  

体制の確立  
教育サポート  【73】   

訪
問
者
護
の
や
り
が
い
を
支
え
る
教
育
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
【
1
2
3
】
 
 

∈  

Tの充実【8】  により安心して訪問看護が提供できるような環壌。  

専門職として自信を持って仕事が評価されるようなチャンスを 作っていく。（絶縁体制作り）  ヤリアアップができる仕組みづくり【7】  

「 〔一  

指導者がいること、あるいは専門的に看護師の経験があるメン バーが何人かいると質の向上になるためそのような看護師が必  モデルとなる指導者を育成する【6】   

スタッフ一人ひとりの個性を活かす】  
【4j  

スタッフの生活や習熟度にあった業務を常に配慮する  

を活かす【3】  得意分野の能力カくいかせ、やりがいが盤じられる。  

E自己の成長とやりがいを実感すれば訪問Nsは必ず定着すると思  

いが美恵できる■嶋づくり【10】      う  一ションの妊持ができる【9】  意欲を持ち続けられるように、燃え尽きぬように  いやりたい書護が実践できる【8】  自分の思う看護が実践できる。   自分たちの行っている訪問看護が評価でき、次の看護にいかし   意欲が持てる。  
謂雷雲霊芝† る【31】  

訪問看護における責任に大きく「やりがい」と「艮担惑」は表  
裏一体、個々の看護師の看護の評価を言葉にして伝え教育研偉  
サポート体制がしっかりしていなければなりません。やりがい  
があり安心して働き緩けられる環境つくりができることそれに  
管理者が  

頑張っていることスタッフに言葉に出して伝 える【3】  

地域に認められる事業所になろうと言う共通の日渡を持ってい  
ること、そのモチベーションを維持させること。  

で共通のビジョンを持つ【1】  

カンファレンスの時間がもっととれ、仕事の悩み等も話し合え  

カンファレンスが出来る【6】  臨等をその日のうちに解決できるよう話し合いの堰をなるべ  
く作るよう気軽に話しかける体制作りに心がけてい害す  訪問看護の貿  

の向上を目指  
す【12】  

常に話し合いカンファレンスが充実していること  

＼現場の声をもっと吸い上げ意見交換をしながら自分たちの臼の  
＝司上に努めたい。  

看護の環の向上を目指す【6】  
自分たちの行っている訪問看護が評価でき、次の看護にいかし  
意欲が持てる。  

・メ  ンタルヘル  看護師の身心の充実が良いケアにつながる。メンタルケアが大  

スタッフのメンタルケアの充実【6】  休憩室の確保【1ヨ  

スケアの充実  
【7】  ど仕事と休息を分けられる甥などが必要。  

座 
タップ問のコミュニケーションがしつかりとり仕事上の【胃退  
を話し合える。  

倒
き
や
す
い
職
場
風
土
づ
く
り
【
7
7
】
 
 

スタッフ間のコミュニケーションが豊かな覿   
増づくり【37】  

償三雲芝‡是認石窟三等三読完誓讐箋警竺警至警雪空忘 時  
間が必要。  

力。失敗しても非推しないようにみんなでミスも勉強しなお  個人が生き生きと働けるような環境作りを（雰囲気）作る努  す。  スタッフ間で 協力しあう♯  

犠且土 【71】  スタッフ間で協力し会える♯増づくり 【22】  仕事が忙しいのは、いくらでも対応できる。しかし人間関係が 悪いと仕事を浣lナたいと思わなくなるはず。協力しあう職場を  
を  

、 

】置， 
ー  

お互い  明るい  

お互いに相手を認め話し合える体制  に書暮できる暮書づくり【9】  

明るい暮叫づくり【3】  いつも芙旗がある。  

看護師が守られていると無じることができること  安心して働け」安心して仕事が出来る義増づくり【5】  
る鴨場且土  
【6】  

ニ‾‾ ’▼  ‾l  ‾ll  

弓スタッフ闇で不公平感がない暮壌づくり  生活スタイルに合わせながら㈲lナるシステムとしっかり働いて  
いる人がメリットがある管哩体制作りか。   

一一二1ゴー  



力詩J中カテ 小カテゴリー   記述内容  

肝  
一人で負担を翫ない棚づくり【16】  

m   

ゆとりのある人1体制【10】   譲師の人材確保によりゆとりのあるケアが提供できるように  
同等に余裕が持てる。  

スタッフの負  

担を軽減でき  
オーバーワークにならないスケジュール  r訪問看護の仕事が好き」というNsは多いのですが、あまりに   
【5】   任が重く力仕事も多くオーバーワークの状態。  

… 睾苦 【2】   望休がとれるように完全受持ち制とせずにチームで動く（同    チームナーシンクによる訪問書凛の実現      行訪問等をしている）  

負】  夜伽の‾人訪問体制【り  －  24時間365稼動するための体制つくり（夜間の＿人体制、   
緊急時の対応）   

u  
n  

管理者が生き  
り残業代も出ず労㈲荷重となってしまう。  

生きと★ける  スタッフの意見を尊重しつつも管理者の仕事への情熱が大切だ   

♯増づくり  
と思う。   

管理者の看護レベルの高さももちろんのこと人間性が問われる   
る  

【13】  
管理者自身の薫午の向上【2】  と思う。自分のポリシーがなければ勤まらず、スタッフの教宵   

制  と人間の把握ができること．  

づ  

く  

管理者の負担軽減【7】    l  管理者が訪問者濾を兼務せざる得ないと時間外に管理業携とな   

記録のIT化等省けるところは省き利用者に寄り添える時間を少  

り  ■■記隷のけ化・簡兼化【4】  しでも増やすことができるようにまずはしたい。負担を減らす      こと。       書類の簡素化。日々の記録、計画暮、報告暮、担当者会議への  
訪問者護の周  l出席など多忙すぎる  

辺業務の業務  
改善【7】  

のみではなく付随菜摘を行う時附分に稚拙石「  

周辺兼務の♯理、改善【3l  堅     在、早朝から0時すぎまで働かないと訪問＋串携的なことが  
】        わらない状況。その改善がまず必要。  

コールセンターホ惣が必賽【1】   一ルセンター（地域に於ける）積怨。   

l  

休暇が取れる【13】   
ワ  

休みが取れる。  

リフレッシュ休暇の導入【3】   lリフレッシュ休暇制度の導入、   

イ  子育てが出来る環境。保育園や学童保有ができる施設の併設が  
子   ベストだが、近所の保育間には入れるよう優先制度があるとよ  
く  い。冬休み、ま休みにも対応できるシフト組みと職場の努囲気  
り；   づくり。  

背設備があれば、長期産休中のバートが二人が戻ってこれ  

闘  の介護について理解と協力    上の介さについて理精しあう★嶋風土づくり 【3】  

れ  
る   
■  実したケアにならないと思う。  

増 体   多様な勤♯形tの導入【5】   個々のスタッフにあったライフスタイルへ対応する勤務時間の  
配慮。   
満足できる絵  

給与■緒手当の改善【13】  定期的な昇給ができる経営。  

絵  

等  
与   訪問だけではなく他の薬扶（帳表顆などの検討をする。マニュ アルを作る。）が給料に評価されること。  
の  労帖件の改善【2】  労働条件の改善、  
改  
苦  能力があり経畢年数も長い看護師にはみあった給与が必要であ  
と  キャリアに応じた給与、賭事当の改善【1】   リそれを保障できる収入。  

小規模運営では常に不安定であリブ削こ常勤換屡5．0以上の中  

・   
～大規績運営に切り拝えていけたら安定すると思われるこ   

利用者の変動（ターミナルが多いと矧こ）入院・入所・死亡な   
管理に向けた   どがあると途端に収入に影響がでてしまうためにベースとなる   

関  補助金の制度があれば安定して不安なく働き紺ナられるu  

す  看護師1人3件／1日の訪問でも利益のあげられる報酬にしてほし   
安定した経営   

夫  診正頼dの改  【3】   では看護師不足で24時間体制がとれていないが常に連絡休訓  

定【3】  がとれるようにしたリターミナルケアを実施したりしているが  
診療報酬の請求ができない現状で矛盾を感じる）   

地  

安定した経営を可能にする鯵★輪■の改定    る    い．  エ  を可能にする   安定した運営（黒字l－よる）を支える診療報酬の改定．（劇座  
贋師とのぬが見えるおつきあい  

達筆   法人との連携【1】   】スタッフの意見はなるべく法人へも伝えている   

携他  ■媚だけでは書理【1】   
職場だけでは無理。もっと周囲（行政笛）が力左入れてほしノ  

い。  

三漂   ！その他【3】  煉性が拙くことをぢ！削‾ることが必翼．♯せイ弓い相月＝■く   

と  ほず教宵の現場が卓二亀の寺門性の罠雛をト‡つ学生を虻けをして  
‖ ”  書■暮ヰ教育の充実【1】  1ほしい。   

‥
1
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行政に期待すること  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、KJ法によりカテゴリー化した。  

【】内はカードの数  

カテゴリー 記述内容  

報酬制度の改善【47】  ‾ 
、∴‾－－て∴－ご・  

∴．エ＿い＿∴．∴： 

、こ 
－、 

了ニニ主∴こて 
豊報酬制度で評価されない業務に ‾ 

1 ！‾‾ 

三－∴   － 
＿ 

る 匿ラ±上空撃畢生を！＿写し＿▲．「－【＿」三三㌍J撃攣D＿】′一＿二二二二二  
： ー ・：‥  ・ニニ‥ 

∴∴．．  

≧広域ネッ？て‾クの限【3】  轡一剋」－－r－－h▼－一Ⅶ－W・－－r 
－ 「衰雨滴看転海南江東tt司「▲石打「 

庚蘭内容の充実化が図れ社会的にも鬼平ポジションと扱ってほしい。  

ト  
、  

】  

警†研修実施●研鰭支援の体制【25】  

研声 

ー・、－一－一一皿－・・一－ 望人数の少ない職場で†箇所だけでは調整しにくい、研桂への支保体靴  
芦ら1年間持続した指導）  

確 ㌔経営アドバイス、数寄等のコンサルテ…ションシステ廃営のアド′くイスが受けられる体制作り  
ム【3】  

烹恋吾碧  
3 」 

一   
ル〉「′▼ん－＿ 】J〈」．¶叫 mい¶「～一 】  －ル、】－  

†管理者への支援【1】  

、¶′．－、一一＿一一▲一 選寮監警慧慧慧  
∴ 
．．ミ 

一日－－   



カテゴリー  記述内容  

現在は子供をもって仕事をするのがまだまだ困難な状況。行政がもっと後押  

i主義諾胃老芸？妄完霊宝貰ム雪空晋雪亨禦至警讐と差益聖書云詣歪讐  

子
育
て
支
援
 
 
 

【
1
4
】
 
 

i保育施設等、子育て支援【14】  在宅・施設など職域が拡大できるのではないか。  

夫の育休がとれる職場の体制の確立を。子供が病気の暗も仕事を理解しても  
らい家族で看病できる。  

復
職
支
援
等
、
看
護
職
員
確
保
対
策
 
 

の
強
化
【
2
9
】
 
 
 

訪問看護師の確保について：潜在看護師の把握が地域ごとにできるようにま た教育も身近なところでできるような休制をつくっていただきたい 

。（ナー  

スセンターが近くにない等の問題から行政で再検討して欲しい）  

■  
ち潜在看護職員の復職支援【12】  

人材の確保制度、  

地域の情報（幕張状況）  人材が応募するのに、インターネットで調べたり  
が検索でき   里込できるようlこする  訪問者譲師確保対策の強化【12】  
護求職フェアのような事業所と求職者を結びつけるような催しの開催  
する。  

訪問者講師人材確保のためのPRについてバックアップしていただきたい。  
】  

病院看護師が訪問者謹を理解するため、今以上に研修や休校を行なって欲し い。  i病院勤務看護師の訪問看護体験  

† 」  
i病院勤務者護職員とのローテーション制度【2】  

看護の人材が適切に配置されるよリリーダーシ ップをとって欲しい。（病院  
と在宅とのローテーション、交流など）  

助成制度等の設置。  

補助金の制度を考えてもらいたい  
助  

学生実習補助金額の増随  

lT化のための補助。   

今、ステーションも24時間体制をとるようになってきているが、今でさえ  
人員不足で、これまで昼のみの仕事として選んできた看護師が24時間なら  
と他の職場に行くことも考えられる。  
24時間を希望するなら、それをサポートする他の暇唖のコストアップの支援  
グループの確保をしてください。  

制  
24時間オンコール体制の確保。夜間の呼び出しはきつい。  

東面緊急加算届のSTは、昼訪問、夜寝ながら携帯を持っている。近年丑百‾‾  
化、ターミナルが多く、また退院時数日で絶了など新規一終了期問の短掩が  
目立ち大変。経営的にも大変。緊急加算届STへの支援、補助金など期待した  
い。（挑帯手当王哩も困難なため   」   ‾  
24暗面体制を取っていたりす言古ストレスも看てこ 
やすい部分でもある為、労働条件を均等に、隔たりがないように指定いただ  

柊  幽＼。  

採用条件に落差がみられる、採用条件のラインを各組矧二指定のとき、ガイ   

助成金の補  

管
理
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
【
2
4
】
 
 

24時間体  

ー    ，．．．．  ＿ 一■     ＿＿       ＿ l事業所間の  
ドラインがあると諮差がなくなるのではないか。  

医師を通さないと何もできない。医師の指示書が十分でない。ステーション  
医師への指示書に関連した連携指導【4】  側だけがそれについて責任を負うことが多い。医師側への指弾をして欲し い。  

看護師の羅用の条件がしっかりとしたものであれば4、5年毎にSTを変わるこ  】   
事業所への労働条件改善の指導【1】  とはないと思う。退職していくにはやはり条件の悪さがあると思うので事業  

所への指導をお願いしたい。   

窓連  r何でも相談」のような気軽に相談できるような部署が身近にあると良い。   

【ロ携   

9の・ 】 
設相  

研件や地域の区役所との方たちとも交流を持てる甥があると良い。  

置談   
区内のステーション月1回管理者連絡協議会定例会実施し、情報の共有と研榛  
を実施している。   
訪問先での安全の確保（男性】人暮らし、セクハラ、言秦の暴力）簡語テニえ 

そ  
があった場合や重介護の場合は2人対応のケアがもっとできる制度に変更し  
てほしい。いつも危険を感じながらも支援め必要性も高く事業所としては対   

の  応に悩む   
他  看護師兼成校の増加  

【  官公庁立の訪問春機ステーションを増やす。  

8 】   管理者学歴を高い位正に。  

にのよつなアンケートに答える為に膨大な時間がかかります。毎年市町村に  
アンケートが手間【1】   提出しているのでそこから数字をアンケートを作る側に把捉しておいて下さ  

ると助かります。   
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帯  

まとめ  

1．看護職員就業者状況  

本調査における平成20年度看護職員従事者数は、1，352名であり、平成18年度～平成   

20年度の看護職員従事者数は微増ではあるが増加している。  

しかしながら、2年毎に実施される業務従事者届1）においては、訪問看護ステーションの従事   

者数は平成16年1，805名、平成18年1，342名と減少しており、今回の調査結果だけ   

で微増しているとはいえない。  

1つの訪問看護ステーションにおける看護職員従事者状況をみると、常勤換算で平均4．8名、   

3名未満で運営されている訪問看護ステーションが13．0％、「3～6未満」で運営している訪   

問看護ステーションが66．0％であり、看護職員2．5名という設置基準ぎりぎりで日々の訪問   

看護を実践している訪問看護ステーションが13．0％あった。  

また、常勤看護職員の配置が1名のみの事業所が、訪問看護ステーション総数の8．0％を占め、   

管理者1名だけが常勤で、その他を非常勤で繋いで運営するという厳しい現状が伺える。  

さらに、本年度は全国の訪問看護ステーションの設置数が平成4年の訪問看護制度発足以来、   

初の減少2）となり、本県の訪問看護ステーション設置数においても同様の状況にあり、訪問看護  

ステーションの経営および看護職員確保の困難さを示している。  

2．看護職員離職状況  

平成18年腔、平成19年度の過去2年間の看護職員離職率は、平成19年度は21．0％、平   

成18隼度は18．9％であり、2．1％離職率が上昇している。  

雇用形態別に比較すると、平成1㌢隕腋常勤離職率は16．2％、非常勤離職率は26．0％で  

あった。  

I二l木看護協会による■「2007年病院看護実態調査」3）では、病院に勤務する常勤看護職員の   

離職率は12．4％であり、今回の調査結果と比較し、訪問看護ステーションの離職率が病院の離   

暇率より 、：う．8％高い結果となった。  

各訪問看護ステーションの離職率を比校すると、退職者が1名もいなかった訪問看護ステーシ   

ョンが全体の28．0％（56ケ所）を占め、その他は1％～70％以上の離職率まで、ばらっき  

があった。  

離職要因をまず看護職員ひとり当たりの一日平均訪問看護件数で比較すると、一日平均訪問看   

護什数が6回以上の≠業所の80％で離職者があったが、－一日平均訪問看護件数が3～ 4回未満   

であっても、68．9％の・ji業所で脚一哉者があり、一日平均訪問看護件数だけでは離職理由の要因  

にはなりにくいと考える。  

さらに、平成19年度の退職状況を「退職者なし」「退臓者あり」の2つの附こわけ、訪問看   

護ステーションの開設年数別、訪問看護体制別に比較したところ違いはなかった。  

しかし、自施設に対する考えについて管理者に36項目について主観的評価を求め、「退職者   

なし」「退職者あり」群で比較したところ、設問「ケアの質に関する看護の基盤 一全ての患者   

に対して看誰ケア計画が記戦され、常に見直されている」に有意差があり、実践している訪問看   

護の質そのものが離職要因となっていることが示唆された。  

3．平成19年度1年間の退職者個別状況  

平成19年度1年間に275名の退職者があ／〕たと川答があり、そ〝）退職潮川」について管理者   

が把握している範囲で回答を求めたとこ7）、迫暇理由の上位は「腱樋上の肛胞」ト身上の都  

合」「妊娠・出産」であった。  
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また、退職後の就労状況は、14．5％が「病院に就職」であり、20．7％が「仕事をしな  

い」であった。   

潜在看護職員を対象にした退職理由の調査結果4）では、退職理由の上位は「出産・育児」「他  

分野への興味」「看護内容への不満」であり、今回の訪問看護ステーション退職者を対象とした  

調査では「健康上の問題」が最多の理由であったことが特徴であり、運転による移動、一人で訪  

問する等の就労環境が影響しているものと考える。  

4．看護職員採用状況   

看護職員採用者状況については、4月1日付け採用者よりも中途採用者が多くを占める。   

平成18年度に退職者があった施設110施設のうち、平成19年4月1目付け採用者も中途採   

用者も0名で、全く採用が出来なかった施設が、22．7％（25施設）あった。   

看護職員の充足状況については、訪問看護ステーション総数の64．5％が「不足している」と回   

答しており、募集しても求職者がなく、退職した後の補充が出来ず看護職員が不足する状況が起こ   

っている。  

5．訪問看護師の確保・定着に関する課題と今後の体制整備に向けたニーズ（P44参照）   

訪問有識師の確保に関する課題の上位は、『募集しても応募がないことへの対策』『訪問看誰の  

PRが不足』『訪問看護において必要としている人材不足』であった。   

また、定着に関する課題の上位は、『労働条件にみあった雇用条件の改善』『訪問看破を実践す  

る上でのスタッフの負担感』『教育研修体制わ確立』『慢性的な忙しさからくる疲労感・ストレ  

ス・腰痛』であった。   

これらの確保・定着の課題解決のために管理者は、「訪問看護師のやりがいを支える」ことを中  

心に訪問看護師が働き続けられる職場づくりが必要と考え、『訪問看護州毎）やりがいを支える教  

育・サポート体制づくり』『働きやすい職場風土づくり』『スタッフ・管理者の負担を軽減する体  

制づくり』『ワークライフバランスが取れる職場体制づくり』『給与等の改善と経営管理に関する  

工夫』『地域・他機関との速決』が必要と考えている。   

上記の回答および退職・採用状況から考えると、訪問看護ステーションにおいては、離職率が高  

い上に、退職後の人員を募集しても応募がなく人材確保が出来ない状況にあるといえる。この状況  

を踏まえ今後の確保・定着については、新規採用者の確保にむけた「非集しても応募がないことへ  

の対策」が求められる一方、「現在就労している訪問看護師が辞めないで働き続けられる職場づく  

り」が求められる。この2つを中心に確保・定着にむけた体制整備について考察する。  

1）募集しても応募がないことへの対策について   

多くは、多額の費用をかけて広告を出しても反応さえないという回答を鵠：せ、看護職員の確保   

には「職員や管理者の口コミ」に頼らざるを得ない状況になっている。   

この「募集しても応募がない」という状況の要因の1つとして、『訪問着諾のⅠ）lてが必要』をあ  

げ、具体的には「訪問着諸にマイナスイメージがある」「看護職に訪l了り看護が知られてない」  

「訪問看護のPRが不足している」の3つのカテゴリーが抽出された。「訪IJり肴掛こマイナスイメ  

ージがある」については、「訪問看護は大変というイメージがある」「安定した職場のイメニ∵シ  

がない」等が挙げられ、働き続けられる魅力ある職場づくりと共に、訪問着護の廻力左・他の†了講   

職員にPRしていく方策か必要とされる。  
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図1．訪問看護師の確保・定着に関する課題と今後の体制整備に向けたニーズ  
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2）訪問看護師が辞めないで働き続けられる職場づくりについて  

管理者は、「訪問看護のやりがいを支える」ことが確保・定着には必要と考えており、「訪   

問看護のやりがいを支える教育・サポート体制づくり」「働きやすい職場風土づくり」「スタ   

ッフ・管理者の負担を軽減する体制づくり」等が求められていると考えている。  

（1）教育体制づくりについて  

管理者は、「訪問看護のやりがいが実感できること」や「モチベーションの維持」を重視し、   

「研修受講できる体制づくり」「モデルとなる指導者を育成する」ことにより、質の高いやり   

たい看護が実践できることにつながる「訪問看護のやりがいにつながる教育・サポート体制」   

が必要と考えている。行政に期待することにおいても「教育・研修体制の確立」を期待してお   

り、小規模運営という背景から、研修受講が困難であったり、教育プログラムを確立していな   

い現状があることから、研修受講しやすい体制支援や訪問看護ステーションにおける標準的な   

教育プログラムやキャリア開発プログラムの確立が今後求められると考える。  

（2）職場風土づくりについて   

管理者の多くが、「スタッフ間で協力しあう職場風土」が必要と考えている。今回の調査で  

は、28．0％の訪問看誰ステーションが過去1年間に退職者がいなかった。退職者の有無に訪  

問者誰体制・一日平均訪問看護件数は影響なく、自施設に対する管理者の考えの設問「ケアの  

質に関する看護の基盤 一全ての患者に対して看護ケア計画が記載され、常に見直されてい  

る」に有意差があり、実践している訪問看護の質そのものが離職要因となっていることが示唆  

されており、質の高い訪問看護を実践できる職場風土こそ必要とされていると考える。  

（3）負担を軽減する体制づくりについて   

訪問者誰を実践する上でのスタッフの負担感については、「一人訪問の負担感」「緊急対応  

に対する負担感」「移動（車等）にかかるリスクが大きい」等、訪問着誰そのものに対する賓  

担感よりも、実践する上での関連業務に関する負担感が大きい。管理者も負担感の軽減につい  

ては、「一人で負担を抱えない体制づくり」「訪問看誰の周辺業務の業務改善」および「管理  

者の負担軽減」が必要と考えている。   

訪問者誰の周辺業務の業務改善については、「看護記録のIT化・簡素化」を挙げており、訪  

問看護師が働き続けられる職場づくりのためには、まずは訪問看護に係る周辺業務を整理し、  

質の高い訪問看護実践にその能力を集中できる環境整備が求められる。   

加えて、「休みが取れる体制づくり」にむけて必要な人員配㌍が可能となるよう看護職員の  

確保が重要となる。  

6．今後の求められる方策  

管理者が考える訪問着誰肺のやりがいを支える職場づくりを支えるものとして、「訪問看護の   

PRJ「教育・研修体制の確立」「子育て支援・復職支援等、看護職員確保対策の強化」「管理   

運営のサポート」「連絡・相談窓口の設置」「制度の改善」に期待を寄せている。  

特に、訪問着誰にマイナスイメージがある、看護職に訪問看護が知られていない等、訪問者護   

を目指す人材確保、新規利用者の開拓にむけ、訪問看護の魅力を伝える「訪問者誰のPR」が重  

要となる。  

加えて、質の高い訪問着誰を実践できる職場風土こそ求められ、働く看護職員は質の高い日分   

のやりたい看護実践が出来る環境を求めている。そのためには、教育・研修体制の確立や訪l～り看   

護に係る周辺業務の改善とともに訪問看護を担う人材確保が重要となる。  
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特に、憎至急対応に対する負担感」等、夜間を含めた24時間対応による携帯電話当番や事務  

作業等、訪問看護に係る周辺業務の改善にむけては、訪問看護ステーションの大規模化やネット  

ワーク化による事務業務の集約化、看護記録のIT化等、厚生労働省での検討の動向をみながら、  

今後、検討が必要とされる。  

7．調査の限界  

今回の調査は、自作の質問用紙による調査のため各訪問看護ステーションが抱える課題等のお   

およその把握であること、さらに63．5％の回収率であることから結果の一般化には限界がある。  

今後はさらに看護職員の退職率が低く、定着している訪F封看護ステーションの現状を調査し、   

訪問着護ステーションにおける看護職員確保に活用していくことが必要である。  

文献  

1）大臣官房統計情報部人口動態・保健統計課保健統計室：平成18年衛生行政報告例  

2）大臣官房統計情報部社会統計課：平成19年介護サービス施設・事業所調査  
3）日本看護協会：2007年病院看護実態調査．  

4）中央ナースセンター事業部：潜在看護職員の成業に関する報告書，平成20年3月．  
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資料2  

訪問看護ステーションにおける人材確保・定着に関する実態調査  

大変恐縮ですが、平成20年12月26日（金）までに御返送ください。  

訪問看護ステーション管理者の皆様へ   

この調査票は、訪問看護ステーションの管理者の皆様を対象と  

し、人材確保や定着に関する実態をお聞きするものです。   

皆様のご回答が今後の看護職員確保対策の貴重な基礎資料となりま  

す。お忙しいところ、申し訳ありませんが、調査の趣旨をご理解い  

ただき、ぜひご協力くださいますようお願いします。  
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問‘仁 貴訪問看護ステーションの概要についてお伺いします。   

1．設置主体  

②公的・社会保険関係団体 ③医療法人 ④社会福祉法人  

⑥看護協会  ⑦社団・財団法人  

⑨営利法人  ⑪NPO  

庄）地方公共団イ本  

⑤医師会  

⑧協同組合  

⑪その他（  

2．同一法人で併設している施設（複数回答可）   

①病院  ②診療所  ③指定居宅介護支援事業所 ④介護老人福祉施設   

⑤介護老人保健施設  ⑥介護療養型医療施設   ⑦ヘルパーステーション   

⑧その他  

貴訪問看護ステーションが設置されている地域について該当する番号に○印をつけて  

下さい。  

（手 械浜北部  

（∋ 横浜西部  

③ 横浜南部  

④ 川崎北部  

（9 川崎南部  

⑥ 横須賀・  

⑦ 湘南東部  

⑧ 湘南西部  

（9 県央  

⑪ 県北  

⑪ 県西   

（鶴見区・神奈川区・港北区・緑区・青葉区・都筑区）   

（西区・保土ヶ谷区・旭区一戸塚区・泉区・瀬谷区）   

（中区一雨区・港南区・磯子区・金沢区・栄区）   

（高津区・宮前区■多摩区t麻生区）   

（川崎区・幸区・中原区）  

三浦（横須賀市・鎌倉市・逗子市・三浦市・葉山町）   

（藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町）   

（平塚市・秦野市・伊勢原市・大概町・ニ宮町）   

（厚木市・大和市・海老名市・座間市・綾潮市・馴I町・清川村）   

（相模原市）   

（小田原市・南足柄市・中井町・大井町・松田町・山北町・開成即・箱根町・真鶴町・湯河原町）  

4．開設してからの年数   

（D l年未満   

（a l年－3年未満   

③ 3年～5年未満   

④ 5年以上   

5．訪問看護ステーション体制について   

1）24時間連絡体制加算の届出 ①あり  ②なし  

2）24時間対応加算の届出  ①あり  ②なし   

3）訪問者言酎本制について  ①受持ち制 ②チーム制 ③受持ち制とチーム制を併用  

6．看護学生の実習受入れ状況   

（丑 受け入れている  ②受け入れていない  

問2 利用者の状況（平成20年4月～10月の平均実績でご記入ください）   

1．1ケ月あたりの平均利用者案人数 （  ）名  

2．1ケ月あたりの平均訪問件数  （  ）件  

3．常勤換算看護職員従事者一人当たりの1ケ月の訪問看護件数（  

4．看護職員従事者一人当たりの1日の訪問看護件数   （  

問3 過去2年間の事業所の収支状況 当てはまる番号に○印をつけてくださし㌔  

平成19年度  （D 黒字 ②収支均衡（卦赤字 ④把握していない ⑤未開設  

平成20年度（予想） ① 黒字 ②収支均衡 ③赤字 ④把握していない  
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問4 過去2年間の職員就業状況  

1．各年度ごとの4月1日現在の職員数 該当項目に当てはまる数字をご記入ください  

年度   平成、18年4月1日現在の職員数  平成19年4月1日現在の職員数 

職種   
准看護   理学療   作業療   ■至・■患   

保健師  鵬師  団  准看護 田  田 叡去士  田 療法士  事珊  田  四  看護師  
法士   法士  

常勤  

非常勤（実人数）  

非常勤（常勤換算数）  

2．1年間に退職した職員数  実人数をご記入ください  

平成18年度退職者数  平成19年度退職者数  

（平成18年4月1日一平成19年3月31日）  （平成19年4月1日～平成20年3月31日）   

職   保健師  助産師  看護師  准看護師  保健師  助産師   看護師  

常勤  

非常勤  

3．1年間に採用した職員数 塞A数をご記入ください。  

1）各年度 4月1日付け採用者数  

平成18年4月1日付け 採用者数  平成19年4月1日付け採用者数   

職種   保健師  助産師  看護師  准看護師     保健師   助産師  看護師  准看謹師   

常勤  

非常  

2）各年度中途採用者数（当該年4月2日～翌年3月31日までの採用者数）  

平成18年度 中途採用者数  平成1．9年度 中途採用者数   

職種   保健師  助産師  看護師  准看護師  保健師   助産師  看護師  准看護師   

常勤  

非常勤  
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問∈5 平成19年度1年間に退職した看護職員（同一法人の施設への異動も含む）の背景  

該当項目に○印もしくは必要内容をご記入ください。  

退職理由については、管理者の方が把握している範囲および管理者の主観でご記入くだ   

さい 

号のうち1つを選択して、数字をご記入ください。  

問6 平成20年度 看護職員の就業状況   

1．平成20年4月1日現在の職員就業者数  

常勤    非常勤  

2．看護職員状況  

平均継続勤務年数   

平均臨床経験年数  平均訪問看護経験年数    年  年   
年   

常勤    非常勤  
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問7 訪問看護師の採用状況ヒついて   

1．募集方津およびその効果  

実施している募集方法全ての番号に○印を付けてください。またその方法による職員  

確保の効果の有無について、効果ありの場合は平成20年4月から10月までの実績数  

を、効果なしの場合は○印を該当する項目欄にご記入ください。  

看護職員確保に効果あり  
募集方法  看護職員確保に効果なし  

問い合わせ件   
数   人数   

（Dホームページ  

②派遣会社  

③タウン誌  

④新聞折込広告  

⑤ナースセンター  

⑥ハローワーク  

⑦職員の口コミ  

（沙管理者の交友関係における口コミ  

⑨その他（  ）  

2．採用にあたって、管理者が望ましいと考える臨床経験年数  
※①を選択した場合、管理者の方が望ましいと考える経験年数をご記入ください。  

（む 臨床経験（   ）年以上が望ましい   

② 臨床経験は必要ない  

採用決定にあたって、管理者として一番大切にしている事柄をご記入ください。  3
・
〔
 
 
 問8 看護職員確保・定着状況について   

1．貴訪問着護ステーションでの看護職員の充足状況を伺います。  

①充足している （∋不足している →不足数 （   ）名  

2・貴訪問看護ステーションでは、看護職員の確保・定着に課題を感じていますか   

確保、定着について、それぞれに分けてご回答ください。  

建塵について課題を感じている ⇒ ① はい  ②いいえ  

是量について課題を感じている ⇒ ① はい  ②いいえ   

（重度について）  

「①はい」瑚どのような課題を感じていますか。   

〔  

（定量について）  

「①はい」と回答した帥どのような課題を感じていますか。   

〔  
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問9 訪問看護師の確保一定着対策について 当てはまる項目に○印を記入してください。  

問10 訪問看護師の確保・定着について、今後、どのような体制整備が必要と考えますか。  

必要と思われる項目の皇位3つを選‡尺し、該当する番号に○印を付けてください。  

①訪問看護業務の改善〔具体的な内容をご記入ください 
② 給与・諸手等の改善  

（3 給与・諸手等以外の労働条件の改善  

④ 研修体制の充実  

⑤ 新卒新採用看護職員の採用研修体制の確立  

⑥ 定年退職者の再雇用  

（∋ 子育て支援  

⑧ 親等の介護支援  

⑨ 職員のメンタルヘルス  

⑩ 病院勤務看護職員と訪問看護ステーション勤務看護職員の人材交流  

⑪ 看護学生の実習受入れ  

⑥ 一日訪問看護体験の実施（看護職員対象）  

⑥ ホームページの充実  

⑭その他〔  
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問11 管理者、ご自身のことを伺います  

1）訪問看護ステーションにおける管理者経験年数  

丁している訪間者話ステーション  
における管理者縫取年数   

過去全ての管理者経験年数   

（Dl年未満  Ql年未満   
②1～3年   

③4～6年   

（彰7～9年   （彰7～9年   

⑤10年以上   （910年以上   

2）看護学生時代に在宅看護論の学習をしましたか。   

①学習した  ②学習していない   

3）貴訪問看護ステーションに関する次の質問項目について、当てはまる番号に○をつけてくだ  

さい。（管理者の主観でお答えください）  

5：とても当てはまる  4：やや当てはまる 3：どちらともいえない  

2：あまり当てはまらない 1：全く当てはまらない  

項目   回答   

し 
看護のリーダーシップの質   …言憲竺空生至上三二竺竺一・。   ー三¶   

十   十卜汁   
組偶のtl町遣   宥逓酬と医師の連携が良い   

御者としてスタッフの意見に耳を傾ける努力をしている      Jb         2       ㌻1‾云1「J  ‖  

看護師と他酬の連携が良い  ‾‾M‾‾ル【‾▲】▼▼Ⅶ‾’「’－r■ト■1【丁    l  

、1    4   】】 
マネジメントスタイル   2il  すべての右講師の意兄が取り入れられ尊重されている  

スタッフ聞の意思頼通がスムーズである  5  4 M   ：－‡2    l   

（の山、山片ケアを捉供するために十分な炊のスタッフが配置されている  
‾‘Ⅵ■－ 

他のスタッフと鮒ケ ！5  
十分な人＝配∬．と胃i睨   

仕一けに見合うだけのけわがr脚－て干されている   

福川卑生が充′来している   云議序言南面古ま話盲す前言万石南云靂謡言古「て   ヰ  3   r 2  l     4      2 2  l ロ     5  4  3     声  4  3   12  ロ   

ケアが糾紹されるように患者の受持ちが決められている   b  4  3   2  1  
りげ刊「胱としてのケアモデル  1   

モデルになる丘．㈲師がいる   5  4  3  

全ての揖廿に対して看護ケア計画が記載され、常に見直されている  

3   2  

伸二1よ採用・肯を対ウミにした支はフロクフムがある   ケテの■（てに関する打溝の基迫      4  3   2  ロ   スタッフ向けの教育プログラムや継続教育プログラムに力が入れられている  1  ヰ       ロ     5  4  3   2  ロ   

促供した訪問看．動こついて具体的に評価し、実践が出来る   4  3   2  
竹のlり上  

掴く寺工夫しながら訪＝H斤誰む1き践している   5  4     2  

コンサルテ・■ションとリソース  揖者ハ、のケアについて川．‡夫ができるスタッフがいる   5  4     2  

他の専Illtl砧に対してミ丘漁師の立場から意見が述べられる   5  4  コ   2  

医仰の指示に対しても〔・講師としての甘見が述べられる   
自律性  

5  

川用廿に起こりうる変化をあl－．かじめ予測して丘溝を行なうことが出来る  5   

誹l肛ri・謹の専門的な加．乱と熟絆した技術を捉供できる   5  4  3   2  

地叫とのl問わり   他紙闊・他梢伸との連絡諷瑠を適切に行なっている  514   3   2    ロ   

r盲■．i¢学生の尖省一を受入れ、学生が歓迎されている   

教：l▲子音としての有逓価  ；  l ロ  

指曾白勺役割を発揮できるn・．掛師を了F成する体制がある  ロ   

私は訪‖紺護の仕事が好きである  i   ロ  3  2 1  

私は訪糊丘偶の仕■Irに向いていると感じる   2  ロ  
n u  

でi▲護のイメ山ジ  私は訪17り丘．捌こやりがいを感じている   u  l    2  ロ  
利用者に訪問拝謝の必要†生が理解されていると撼じる  3   2  ロ  

他瞞種に訪問宥一誰の必要性が理解されていると感じる  l  3   2  

学際的連携   大学等、学際的力人材と建増しケアの評価等を行な・‾ノ憤ノ：がふィ：一  3   2  

イi‘迎l帥のキャリアを．l－Jiめるた朽の支接が行なわれている  l  3   2  ロ  

1撒紙槻発  旋設内研修が計両され、保l略されていイ）  3   2  ロ  

施設外研修が計両され、受．満する総会が作降されていイ）  1    ロ   2  ロ  



ム）訪問看護師が働き続けるためには、どのような職場づくりが管理者として必要と考え  

ますか。  

ご協力ありがとうございました。  

－55－   



厚生労働省医政局看護課  
平成21年8月27日  

員確保対策予井ぺ概算要求）の概要  平成22年度雷隷  

※上記係数は、医政局（国立高度専門研究センター関係を除く）における係数。  

1．看護職員確保対策の総合的推進  163百万円  

（む看護職員需給見通しに関する検討会（第7次）等  18百万円  
似草加琴の看護職貰の霧二広見夢しを若君す∂とと吉仁‾、彪l合∠抄房吉護滞貨∠管鋪芳彦どの炭記  

②看護職員確保対策特別事業  146百万円  
看護檻貞窟深（n紛合成仮定筐や、看護淘貨の励：労∠窟保にノ句／プン∈彪デ合劫支援等の接邸事業の実施  

2．資 質 の 向 上  4，921百万円  （1）欄 3，245百万円   
¢）新人看護職昌卒後研修事業【新規】  3，052百万円  
新人看護撥責カー卒磨虚床形を蜜／プられ岳紺を膚薬‾す最古め労音β当者研修■†城八房碧教芳の季好  

戯床併劇二村す竃．重盗   

②新人看護職員卒後研修推進事業【新規】  193百万円  
形の病防ぎでの威ん八研修の磨スノ定置杏壁7石ノ∈め、贋造吉夢をノ簸諾す石窟読含を蒜ノブ岳とと古に＼（つJ  

r研修の克美兼磨渉言筈のOJr研鯵馨んに押する定家  （2）喜聯 876百万円   
¢）認定看護師等賀格取矧足進事業【新規】  179百万円  
虐度な題衝を有す名題定義責野・専憺蒼鐸の窟都ク点者好を塵7石／∈ぬ ∠認定義萎野・凛腎芸者押野  

歳諾岸ソニゐソプる真嘗安八頗諸人ニガす孟毛麓   

②看護職員専門分野研修事業【拡充】  348百万円  
′毒度御節を有す‾名題jぎ錮雛二村す孟豪家   

③協働推進研修事業  350百万円  
医新原〃看護押筈の達彦と虜膠宮腰超す∂だd久 吉鮒二村する威力餌鍔の研修差二対する＿妄麓  

（3）質の高い看護職員の胃嘩のための支援 与09百万円   

①専門分野（がん・糖尿病）における貫の高い看護師の育成の充実  177百万円  
カ％ノノ及び晩節面貌熟引二好す石畳蒼ケアを充実す石／∈め、糊宕藤により、頗凍実昂還オ  
の′看い専戸ヲβクな義素押の青成を∠野盈   

②看護教員等の資質の向上  159百万円  
看護教貴意成筈諸富雲＼真一岩窟誓書諸富雲筈を行い三野梯筈の吉成を上野る事業の実施  （4）聯 266百万円   

①訪問看護モデル事業（委託事業）  92百万円  
・在宅療育者の多牒否ニーノてユニ劇釘ぞき石蜃療空多俊影グービニスの屠鍔た二／す／ス∈㈲静借  

（か‘参ク方孝炭兢  

・忽舞節存度の劇J在宅願者の多康彦ニーズたニガ筋す盲ノ∈d久 漏蒼と矧蒼の一体肇ノグー  
ビニズ題併体尉をモデル〃仁美こ膠し、潤箸・房断蒼ダービニス題辞のあク方を硫弘   

②訪問看護推進事業（補助事業）  174百万円  
浦蒼を檻置するだぬ 爛好古仁よ感謝簸嘉合の品ぎや、∠訪鰭蒼ズデーショ＿ンと  
医療脚鄭の府屋交カニよ右折修、漏蒼監督者や′暫定翻こ材す岳ヱ研修を実施  
孟∈、カ伍′末期居書写の存宕タ一三ナ〟／ケアをフ管超す石／∈め、研修や／アトノlイヴ一流富豪著者を実施   



3．離職の防止・再就業の支援  3，099百万円  

（1）看護職員の勤務環境の改善に向けた支援  2，559百万円  
¢〕短時間正規雇用等看護職員の多様な勤務形態導入支援事業【新規】   367百万円  
甜の就労炭穿の髪膚を檻置す岳丘d久磨棚ど多康彦教務懲蔚の導スに対する支援   

②病院内保育所運営事業【拡充】  2，192百万円  
子曹を待つ甜†竣脚筈甜じ必とす右脚職者を紀置す感度必の   

柳保育船作敵）孤軍営筈にガす富裕影についこ児碧床嘉⊂ガす岳舶などの荻禿  

（2）助産師の確保・活用の総合的な推進 しどユ喝壁占l担J墜昼二j屯甥旦）越∈迎迦注進星 23 

①助産師活用推進協議会  35百万円  
腰儒者仁よる協議合鼓筑罫レj軌豹二ゐ－〝右脚の屋成腐深†堀野筈仁ノ野す古事業を企画・丘署荒   

②院内助産所・助産師外来開設のための医療機関管理者及び助産師研修事業   123百万円  
原体戯屠所・戯彦御．釆の願謬を定置す∂居め、医療勝野轍〃影廣好／＼の研修の実施   

③助産所管理菖研修事業【新規】  11百万円  
彪塵屏の監督者として‾の威力の盾上の∈め、安全監督笹スタッフの農勿質券存どに厨する折衝玖気晩   

④潜在助産師復職研修事業  58百万円  
磨荏粛産卵筈友萩豪仁摩村の職者て凱玖碧仁屠す石戯謬噸好筈の卿貌  

（3）潜在看護職員の再就業支援等 し3ノ轡 308百万田   
①看護職員の確保が困難な地域・医療機関の看護職員確保のためのモデル事業  78百万円  
紛地変正賓し、虐脚筈象球宴に糊膠等の真顔孝屠じだ屠戎業の慮遭   

②看護職員就業状況等実態調査【新規】  87百万円  
潜在看護職賃の臭筋を膠す岳ノ∈彪）傭の実施 

③中央ナースセンター事業  143百万円  
或ぺ一成膨修好の窟好彦どの潜在看護用貨の房嘉業の促進を留るナース／11ンク責苦筈の実施  

4．養 成 力 の 確 保  4，960百万円  

①看護師等養成所運営事業  
鋼茹所侶謂旺ノの運営た二村すa気象  

②看護師養成所教育年限延長促進事業【新規】  

4，913百万円  

7百万円  
毒素漸二ゐソプ石4年勘冴ど椰伴う準停に避雷な専㈱豹こ好す石＿安濃  

③看護師養成所2年課程（通信制）導入促進事業  
姦窟拓養成所2年諾窟ム夢度覇紗を新だ点差鎚訊こ材する責凄嵩  

④助産師養成所開校促進事業  
卿拓∈㈱二打ダ石＿安濃  

⑤学生実習国民向けPR経費  
掛の真劉二つん一慨乙協力百求め石／∈めの広う筑  

25百万円  

13百万円  

2百万円  
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5．その他設備・施設整備事業  

リ⊥旦県崖！具性剋進運重量幸槌吐金⊥唖昌魂助塁し 4昼！ 

①看護師等養成所初度設備整備事業・教育環境改善設備整備事業（公的立及び民間立分）   

②院内助産所・助産師外来設備整備事業（公的立及び民間立分）  

（2し医褒堤倶娃呑吐施設聖堪男交但壷上皇土寸金ユ 

①看護師等養成所施設整備事業（民間立分）   

②看護師責成所教育年限延長整備事業（民間立分）【新規】   

③病院内保育所施設整備事業（公的立及び民間立分）  

10，893百万円の内数  
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④院内助産所・助産師外来施設整備事業（公的立及び民間立分）  

⑤看護師勤務環境改善施設整備事業・看護師宿舎施設整備事業（民間立分）  




